医療費の負担構造を示した円グラフの図。円グラフは2つの割合に分かれており、全体の71.2％が「国・府・府内市町村が負担する金額」、残りの28.8％が「年間保険料額の総額」を表している。円の右上の黄色の部分が28.8％で年間保険料額の総額、下側の大きい白色の部分が71.2％で国や都道府県、市町村など公費による負担を示している。

円グラフの左側には「医療費など」という説明枠があり、「高齢化の進展などにより医療費が上昇すると、保険料も上昇します」という注意書きが添えられている。これは、医療費が増えるとそれに伴って保険料負担も増える可能性があることを説明している。

全体として、医療費などの財源は主に国や自治体などの公費によって約7割が賄われ、残りの約3割を保険料として加入者が負担している仕組みを示した図となっている。
